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（様式第４号） 第 1回真田地域協議会 会議概要

１ 審議会名 真田地域協議会

２ 日 時 平成 25年 4月 17 日（水） 午後 7時 00分から午後 9時 00分まで

３ 会 場 真田地域自治センター3階 301 会議室

４ 出 席 者 一之瀬勤委員、内海美香委員、小林満子委員、佐藤論征委員、清水茂委員

関貞徳委員、竹村好平委員、田中新平委員、長崎伊登子委員、半田榮範委員

古市正明委員、牧野雅子委員、松木節子委員、柳沢章夫委員、山口佳子委員

山宮浩美委員、横沢憲治委員

【欠席委員】3名

５ 市側出席者 高橋センター長、藤沢地域振興課長、西澤市民生活課長、若林健康福祉課長

滝澤産業観光課長、中山建設課長、佐藤上下水道課長、柳沢教育事務所長

佐藤消防署長、滝沢地域政策係長、林主査、西澤主査

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 0人 記者 0人

８ 会議概要作成年月日 平成 25年 4月 25 日

協 議 事 項 等

１ 開 会（関副会長）

２ 会長あいさつ（半田会長）

第４期の真田地域協議会も２年目を迎え６名の委員が変わったが、昨年から引き続き各分科会で検

討してきたことについて皆さんの意見をいただきながら良い意見としたい。真田地域のために皆さん

が普段にお考えのことを出して協議を進めてほしい。地域のために協議を進めながら今年度にその取

りまとめが出来れば良いと考えている。そのために委員の皆さんの意見はもちろんのこと地域の皆さ

んの御意見も吸い上げて、この協議会の中に生かしていただきたい。

３ センター長あいさつ（高橋センター長）

各役職に就かれている６名の新しい委員を迎えて新たなスタートであり、よろしくお願いしたい。

本日は真田地域自治センターでの重点項目と予算について各課長から御説明する。この中身が今年１

年行うこと、重点的に取り組むこととその予算であり、それぞれの事業実績や実施の進捗状況などに

ついて叱咤激励をいただく参考としていただきたい。

４ 自己紹介

～推薦委員が変更となった団体ついて副会長から紹介後、全員自己紹介～

５ 協議事項

（１） 真田地域自治センター各課の課題・目標について

～資料に基づき、各課所長から説明～

（会長） 委員の皆さんから質問、意見等ありますか。

（委員） 昨春の協議会で地域経営会議の設置ということが出ていたが、現在の状況はどうか。

（高橋センター長） 速やかにその形が各地域協議会のなかで出来れば良いが各地域の状況が異なっ

ており地域協議会も含め自治連や他の団体のなかで、その組織像が明確になっていない。上

田市全体として分かりやすい資料を作成し、説明を深めたなかで上田市全体のなかでモデル

となるものを今年度に作って行くことが目標になっている。真田地域もその動向を見なが

ら、どのような組織が良いのか議論していきたいと考えている。

（会長） 地域協議会と住民自治組織の検討について具体的な説明を願いたい。地域協議会と自治会

組織との連携となっているが、協議会も自治会代表として地区連会長に委員を務めていただ

いていることもあり大きな課題となる部分と思う。

（事務局） 地域経営会議のあり方を考えるなかで真田地域がどのような形にするかは定まっていな
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いが、これまでの地域協議会の議論で、地域の様々な要望等を出していただいている地域づ

くり委員会という組織を無くすことはできないとされている。現在の地域づくり委員会は自

治会長に開催をお願いしているが、この方法をどのようにするかなど、地域づくり委員会の

機能強化を課題・目標に挙げている。住民自治組織のあり方を検討するなかで地域経営会議

を真田地域でどのように組み立てていくかというところでは、地域づくり委員会組織との連

携性をどのように保つか等が議題になるものと思う。そのなかで地域協議会と自治会連絡会

議との協議の場ができる状況となれば事業が進んだものと考えられる。全市的なモデルケー

スを設けるとされているが、その方向性について、昨年度担当部局からの説明後、再度具体

的に分かりやすい説明を行なうとされたままであるので、今後その説明を聞くなかで真田地

域としてどうするのかを考えていければと思う、ある程度に方向性が定まってくるなかでで

きれば自治会長の集まりとの協議もしていければ良いと考え、課題・目標に挙げたものであ

る。

（委員） 健康福祉課の認知症サポーター養成講座は真田地域で行うものか。

（若林健康福祉課長） 真田地域で行うものである。真田地域包括支援センターと健康福祉課高齢者

支援係が連携して実施したい。

（会長） 教育事務所の人材派遣はどのような人を派遣するものか。

（柳沢教育事務所長） 一般公募による。それぞれの人が学校で何ができるか調査を行い、各学校の

意向を確認して派遣したい。

（会長） ふれあいさなだ館の入館者が減少しているが、この原因など検証しているか。

（高橋センター長） 18 万人という入館者がポイントだが、この３月末で 18 万人を割り込むのでは

ないかという状況である。合併後に事業団で施設を一本化したことに伴い、共通の利用券と

なったため市内の施設を利用できることになっている。これにより売り上げは入館者数の減

少幅ほど落ち込んではいないものの入館者数を捉えると減少傾向である。先日行った 20 周

年記念イベントも好評であったのでイベントを企画するとともに施設の補修など順次進め、

入館者数の増加を図りたい。

（会長） 食堂や売店の経費節減は重要だが、食堂は味が重要であるので、メニューや味付けの研究

をしていただきたい。

（委員） 安全・安心、おいしい水の供給で長地区、本原地区、いずれも上水道の良質な水の確保に

苦労していると思うが、大日向地区の土屋水源等の湧水量の調査などが行われており、将来

的には上田まで引くという話があるが今年度の計画のなかには、そのような部分の記載がな

いがどのような状況か。

（佐藤上下水道課長） 水道局が主体となり現在も協議を進めている。土屋水源の活用について今年

度も地元との協議を進めながら検討していくこととなっている。

（高橋センター長） 上田市全体での上下水道局の重点目標となっている。土屋水源等のおいしい水

を確保したいと地元の皆さんとの協議を重点的に進めていくこととなっている。

（２） 平成 25年度の真田地域予算概要について
～資料に基づき、各課所長から説明～

（会長） 質問、意見等ありますか。

（会長） 中央公民館大ホールの床補修工事があるが関連した要望として、ステージに上がる階段の

段が高すぎるとの声があるので検討いただきたい。

（委員） 分団拠点施設整備などに合併特例債を使っていると思われるが、合併特例債の期限は平成

27 年度までと思うが変更ないか。また、その活用について東日本大震災の影響等により当
初の予定とかい離する点があるか。

（佐藤消防署長） 分団拠点施設については合併特例債の活用を予定しており、上田市全体の均衡を

図りながら施設整備を進めている。

（中山建設課長） 災害関係では公共土木施設の復旧を行うが、豪雨災害、凍上災害など災害には優

先的に予算措置され復旧にあたることとなる。

（高橋センター長） 上田市全体での合併特例債についての当初の考えでは、限度枠に対しての 100％
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ではなく８割程度を活用するという方針であったが、合併特例債の期間が５年延長され平成

32 年度までとなったこともあり、交付税措置のある有利なこの起債を限度枠まで活用する
方針となっている。分団の拠点施設は順次整備し再来年予定の本原分団の整備で真田地域全

地区が完了する予定である。災害については耐震関係で教育委員会を中心に力を入れてい

る。校舎の耐震化は 92％ほど整備が進んでいる。

（３） 地域協議会の進め方について

（会長） 協議会の開催については、皆さんのスケジュール調整がしやすいよう昨年度は第三水曜日

の夜７時から開催することとしていたが、今年度についても同様でよろしいか。意見があれ

ばいただきたい。

（委員） 他地域では昼間開催している協議会もあるが、検討していただきたい。

（委員） 昼間であれば勤務があり出席できないため、夜の開催がありがたい。

（会長） これまでも真田地域では夜の開催のほうが委員の皆さんに出席いただけると考えて現在の

開催時間となっているようである。原則的にはこれまでどおり毎月第３週の水曜日の夜７時

からの開催でよろしいか。

・ 全員了承

【決定事項】

・ 真田地域協議会は原則的には毎月第３週の水曜日の夜７時からの開催とする。

（会長） 協議事項については市から特に諮問されている案件はなく年間予定としては、わがまち魅

力アップ応援事業の審査があるが今年から年間途中での申請が出てきた場合には審査する

こととなっている。今までは年１回であったが今年度から年３回になっているので、審査会

も７月、10 月、３月の３回予定されている。申請が出されたところで事務局と日程等調整
する。

（会長） 分科会協議についてですが、昨年度は３つの分科会に分かれて活発な協議をいただいたが、

任期の初年度でもあり、まとまった意見として集約にはなっていない。これから新しく委員に

なった６名の委員さんも加えたなかで協議を進めていただければと思うが、今年度の分科会協

議の進め方について意見ありますか。

【質疑・意見等】

・ 特になし

（会長） 特になければ正副会長と正副分科会長、事務局で今後の進め方について検討し、それに基

づいて次回からの協議会を進めます。

（４） その他

（会長） 会議事項のその他として、委員の皆さんから何かありますか。

・ 特になし

６ その他

第２回協議会の開催予定について

（副会長） 次回の協議会は平成 25年５月 15日（水）午後７時から予定したい。
【質疑・意見等】

・ 特になし

【決定事項】

・ 第２回真田地域協議会の開催は、平成 25年５月 15日（水）午後 7時～
（事務局） わがまち魅力アップ事業の平成 23年度事例集を配布した。真田地域でどのような事業
が行われたか参考までにご覧いただきたい。

７ 閉 会


